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侮地区集会と交流会のお知らせ侮

　

今年は例年より雪が多＜、遅い春の訪れでしたが、追い打ちをかける様に

雨模様が続き、このところずっと寒い毎日ですね。そんな中、皆様お変わり

なくお過ごしでしようが？そろそろなまった体をほぐして動き出しましよう。

　

その第一歩として、下記の要領で今年度の地区集会を初めて総合福祉セン

ターで開きたいと思います。

　

立派な視聴覚室もあるので、家族に病人が出た場合のビデオを見ながら

食事をし、その後ゲームなどをして、交流を深めたいと思います。

　

栄町公園も近いので、:お天気が良ければ散策に行きましよう。
e

　

是非、大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

交通の便の悪い方はお申し出＜ださい。
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《日

　

時》平成８年６月８日（土）午前１１時～午後２時

《場

　

所》釧路市総合福祉センター２Ｆ視聴覚室（旭町12-3

　

S24-1565)

吸参加費丿十円（昼誂代J

《）ｹｼﾞﾕｰﾙ》１１；００　地区集会

　　　　　

１１：３０　ビデオ上映・昼食

　　　　　

１２：３０

　

ゲーム・車椅子試乗他

　　　　　　

２：００

　

終了

※準備の都合上、参力[]申し込みは部会毎に、代表者に３日迄に連絡し、

　

代表者は４日迄に小栗さんにご連絡下さい。

尚、部会のない方は直接、小栗さん迄お願い致します。
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〔膠原病友の会〕
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㈲北海道難病連

第2 3回難病患者･障害者と家族の全道集会(北見)

◎日　時o･ 1996年8月3日(士)･4Ej(日)

◎場　所G･北見市民会館ほか

◎概　略0　8月3日(土)15:00受付開始(チェックイン)

1 7 ‥ 00歓迎L,セブ:Jヨン受付開始

18‥00歓迎しヒプシヨン

8月4日(日) 8: 30分科会受付開始

9 : 00分科会開始

1 1 :30分科会終了
●

昼食

12‥OD全体会受付開始1

1 2:30全体会開会

15: 00全体会終了

観光旅行パス出発(川湯グランド/Tテル)

帰省バブ.i.発

18: 00交流会

8月5日(局)1 0 : 00札幌行きハス出発(その他は独自に)

◎分科会U　腎臓･リウマチ･筋ジス･もやもや病･/10-キンソン･ J BD･

ダウン症･側わん症･心臓病･乾爵･/トジャー病･筋無力症.

人工旺門陪跳･低肺･橋本病･肝炎･多発性硬化症･血友病･ ●

ベーチェット病･勝原病･後継靭帯骨化症･個人参加

◎参加費G･宿泊(朝食付き) 8, 500円

歓迎レセプション5, 000円

観　光　旅　行10. 000円

◎交　通0-　釧路からは独自(検討中)
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(水曜日)
-iti成8年(1996年) 2月7日

｢生活のお手伝いか出来れば｣と新し

いサービスを語る棚谷さん

介
護
サ
ー
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ス
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書
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｣
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存
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簡
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か
ど
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介
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介
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介
助
な
ど
罪
仙
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介
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